
　

世
界
の
す
べ
て
の
人
が
持
つ
基
本
的
な
権
利

の
一
つ
で
あ
る「
教
育
」。こ
れ
は
、生
活
す
る
上
で

必
要
と
な
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
主
な
習
得
の
場
が「
学
校
」

だ
。日
本
で
は
、
教
育
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

学
齢
の
子
ど
も
に
普
通
教
育
（
小
学
校
・
中
学
校

の
9
年
間
）
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
保
護
者
に
法

律
で
義
務
付
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
世
界
で
は
、
小
学
校
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
が
約
７
５
０
０
万
人
（
男
子
３

３
７
５
万
人
、
女
子
４
１
２
５
万
人
）も
い
る
。そ

の
大
部
分
は
開
発
途
上
国
に
集
中
し
て
い
る
。初

等
教
育
の
純
就
学
率
※
１
を
見
る
と
、日
本
は
男
女

と
も
１
０
０
％
だ
が
、
途
上
国
の
平
均
は
男
子
87

%
、女
子
84
%
、サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
ア
フ
リ
カ
は

男
子
73
％
、女
子
67
％
と
、さ
ら
に
低
い
※
２
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
な
い
大
き
な
理

由
が
貧
困
だ
。貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は
、

家
事
を
手
伝
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
働

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
、
学
校
に
行
く
時
間
が

な
い
。ま
た
、
学
費
が
無
償
で
あ
っ
て
も
、
文
房
具

や
制
服
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
。多
く
の
国
で

学
校
や
先
生
の
数
が
足
り
ず
、
戦
争
で
学
校
が
閉

鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
国
も
あ
る
。途
上
国
で
は
貧

困
を
背
景
に
、
こ
れ
ら
の
数
々
の
事
情
が
絡
み
合

い
、子
ど
も
た
ち
の
就
学
を
困
難
に
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、

読
み
書
き
や
計
算
な
ど
基
礎
的
な
能
力
す
ら
習

得
で
き
な
い
。そ
の
た
め
大
人
に
な
っ
て
も
、
不

安
定
で
収
入
の
少
な
い
仕
事
に
し
か
就
け
ず
、
貧

困
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
難
し
い
。ま
た
、
病
気

や
栄
養
の
正
し
い
知
識
が
得
ら
れ
ず
に
、
生
命
に

か
か
わ
る
危
険
性
も
高
ま
る
。子
ど
も
た
ち
か
ら

学
校
に
行
く
機
会
を
奪
う
こ
と
は
、
将
来
の
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
の
芽
を
も
摘
ん
で
し
ま
う
こ
と

を
意
味
す
る
の
だ
。

※
１
公
式
の
就
学
年
齢
に
相
当
す
る
子
ど
も
で
あ
っ
て
初
等
学
校
に

就
学
す
る
子
ど
も
の
人
数
を
、当
該
年
齢
の
子
ど
も
の
人
口
で
割
っ
た

も
の
。

※
２
数
値
は
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
U
N
E
S
C
O
）

「Education For All G
lobal M
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」か
ら
。

特集
子どもたちに「学校」を

弟
や
妹
の
世
話
、水
く
み
な
ど
の

家
事
を
手
伝
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

家
計
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

先
生
が
い
な
い

戦
争
で
学
校
が
な
く
な
っ
た

面
倒
を
見
て
く
れ
る

大
人
が
い
な
い

両
親
が
行
か
せ
て
く
れ
な
い

学
校
が
近
く
に
な
い

子
ど
も
た
ち
が

学
校
に
行
け
な
い
理
由

桜の花びらが舞う4月、日本では子どもたちが一斉に新学期を迎える。
一方、世界には、日本のようにすべての子どもが
学校に行くということが難しい国も多い。
そうした国々では、なぜ学校に行けない子どもたちがいるのだろう？

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
に
は
、

「
貧
困
」を
背
景
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
。

ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
互
い
に
結
び
付
き
、

就
学
を
よ
り
難
し
く
し
て
い
る
。

保護者自身も教育を受けておらず、教育の重要性への理解
が十分ではないために、学校に通わせるよりも働かせたほう
がいいと考えたり、特に女の子には教育は必要ないと考える
保護者が多い。また、宗教・文化的背景や地域の慣習が女子
の就学を難しくさせている場合もある。 

途上国では、5人、10人と兄弟がいる家庭が多く、両親
の代わりに、幼い弟や妹の面倒を見なければならない。
また、井戸や水道が近くになくて何時間もかけて水くみ
をしなければならなかったり、燃料となる薪を集めたり
しなければならない。

学校の数が足りない国や地域では、学校が遠すぎて通えないことがある。学校があっても、教
室や勉強机が足りない場合も多い。また、雨期には、川が増水したり、舗装されていない道が
崩れて、通えなくなることもある。特に女の子は、地域によっては誘拐やレイプの危険もある。

貧しい家庭では、子どもも重要な働
き手。農業などの家の仕事を手伝っ
たり、外に働きに出なければならな
い。また、お金がなくて文房具や教
科書、制服を買えないことも多い。

学校があっても、先生の数が足りないことが多い。政府
に先生を雇うお金がないことが主な原因だ。アフリカで
は特にHIV／エイズで亡くなる先生が多い。また、教員
研修の機会がないために、授業の内容や教え方など教
育の質が低いことも問題となっている。

戦争で学校が壊されたり閉鎖されてしまったり、先生が兵隊に取られた
り、子どもが兵士にされることもある。また、戦争が終わっても、国にお金
や人手がなくてなかなか学校を再開できない。

病気や家庭の事情で両親や家族を失い、面倒を見てくれる大人がい
ないために、路上で生活せざるを得ない子どももいる。特にアフリカ
ではHIV／エイズで両親を亡くした孤児が増えている。

P04-05：特集　子どもたちに「学校」を
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